
令和４年度予算編成に向けた 「区提案反映制度」 項目・対応状況一覧

提案区
番
号

項　目 提 案 内 容 の 概 要 所管局
対応

※一部対応
含む

環境創造局 ○

都市整備局 ○

瀬谷 2 国際園芸博覧会を契機とした瀬谷駅周辺の環境整
備に向けた取組

１　園芸博以降を見据えた、瀬谷駅北口駅前広場等の環境整備に
向けた検討
２　瀬谷駅南口の２号再開発促進地区のうち、事業未着手区域の早
期着手に向けた取組

都市整備局 ○

瀬谷 3 二ツ橋北部地区のまちづくりの事業推進

１　二ツ橋北部三ツ境下草柳線沿道地区土地区画整理事業（第１期
地区）の事業推進
２　二ツ橋北部三ツ境下草柳線沿道地区土地区画整理事業の第２
期以降地区の事業計画決定に向けた検討
３　172haのうち、長期事業未着手地区の取扱いの検討

都市整備局 ○

瀬谷 4 区設置の防災スピーカー年間保守管理
　瀬谷区境川流域に設置された当該防災スピーカーについて、現在
危機管理室が設置・工事している防災スピーカー同様、危機管理室
⇒維持管理事務及び予算計上、各区⇒発報操作として運用

総務局 －

瀬谷 5 区庁舎の電話のＰＨＳ化
　区民問合せに使用しているコードレス電話機が相互の電波干渉に
より通話に支障が生じているため、PHSに置き換えることで円滑な
電話対応を実施

市民局 －

道路局 ○

都市整備局 ○

瀬谷 7 境川水系における総合的な治水対策の推進

１　阿久和川の早期改修に向けた調査、測量、工事、流域住民への
周知及び関係機関との連携
２　境川流域水害対策計画の早期策定に向けた関係機関との協議
３　境川流域水害対策計画策定や河川改修工事等の進捗やスケ
ジュールの情報提供に係る関係機関との調整

道路局 ○

瀬谷 8 瀬谷本郷公園の整備 　公園東側の外周道路整備（付け替え） 環境創造局 ○

瀬谷 9 避難行動要支援者に対する実効性のある避難支援
の実施に向けた運用方法等の検討

　近年の他都市での災害の状況や、改正後の災害対策基本法を踏
まえ、避難行動要支援者の避難行動が実効性のあるものとなるよ
う、全市統一的な運用の検討

健康福祉局 ○

瀬谷 10 区内都市計画道路の整備促進
１　優先整備路線の最優先整備路線としての位置付け
２　測量、設計及び用地取得

道路局 ○

道路局 ○

都市整備局 ○

瀬谷 1 花と緑あふれるまちの実現と国際園芸博覧会の開
催に向けた機運醸成の取組推進

１　地域と区役所が連携した機運醸成の取組推進
　　区民の方の花や緑に親しむ機会を充実させるとともに、機運醸
成につながる事業を継続的に実施
２　機運醸成を行う団体等に対する補助制度の創設
　　機運醸成に向けた取組のすそ野を広げるために、市民・企業・各
団体等が主体的に行う機運醸成の活動に要する経費を補助する制
度の創設

瀬谷 6 三ツ境駅周辺の移動性・安全性向上に向けた取組
　園芸博開催を契機とした、三ツ境駅周辺の移動性・安全性向上に
向けた調査検討・設計・整備

瀬谷 11 旧上瀬谷通信施設の跡地利用に伴う周辺道路整備
の取組

１　県道瀬谷柏尾（二ツ橋交差点、本郷二丁目地内、中屋敷二丁目
地内）の既存道路改良事業の推進
２　県道瀬谷柏尾本郷一丁目の新規改良事業立上げ
３　旧上瀬谷通信施設跡地周辺道路で、整備が必要な個所の抽出
と対策の検討



（様式２－２）

担当者名 道原 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名 大浦・松田 TEL

担当者名 川崎 TEL

対応する

◇地域の課題、基礎データ等

１　瀬谷区では、豊かな自然環境をいかして、身近な緑が育む安らぎのある暮らしを目標としたまちづくりを進めて
　います。
２　2027年の国際園芸博覧会（以下「園芸博」という）開催は、これまで花や緑に関心の薄かった層の区民の方にも
　瀬谷区の魅力を再認識してもらい、地域への愛着を深めてもらえる好機です。
３　園芸博の開催は世界中の方々に瀬谷の魅力を発信できる絶好の機会でもあり、開催推進に向けて地域が一体と
　なって機運醸成を図る必要があります。
４　これまでも機運醸成の取組を市や区で実施してきましたが、地域一体となった取組を進めるには多様な主体に
　参加していただくことが必要です。
⑴ 園芸博の主要なターゲットと考えられる花緑や園芸に関心のある層の、園芸博への機運醸成に向けた参加意欲を向
上させることが必要です。

⑵ 園芸博を認知していない層へのアプローチのため、市や区の取組だけでなく、市民・企業・各団体などとの連携を
さらに拡大・強化するなど、花と緑の取組のすそ野を広げていくことが必要です。

■１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
■５　区民アンケート □６　区民要望 □７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

　瀬谷オープンガーデンを始めとした花と緑に関する取組は区民アンケートからも継続や充実を望む声が多く、園芸博の
機運醸成のためにもさらなる推進が求められています。また、園芸博の認知度向上のため旧上瀬谷通信施設周辺にとどま
らず区内各地域で取り組みを行うことが重要との意見がでています。

◇提案内容・概算額等

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

　令和３年度 瀬谷区運営方針の「目標達成に向けた施策（魅力の創出、区民協働の推進）」において「国際園芸博覧会
の開催に向けた機運醸成」を位置づけ、花や緑に親しむ取組を進めています。

１　地域と区役所が連携した機運醸成の取組推進
　　区民の方の花や緑に親しむ機会を充実させるとともに、機運醸成につながる事業を継続的に実施します。
　　【環境創造局 みどりアップ推進課】事業費：1,400千円（瀬谷区）
　　【都市整備局 国際園芸博覧会推進課】事業費：2,500千円（旭区）、2,500千円（瀬谷区）

２　機運醸成を行う団体等に対する補助制度の創設
　　機運醸成に向けた取組のすそ野を広げるために、市民・企業・各団体等が主体的に行う機運醸成の活動に要する経
　費を補助する制度の創設を提案します。【都市整備局 国際園芸博覧会推進課】

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 環境創造局みどりアップ推進課、都市整備局国際園芸博覧会推進課

令和４年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

瀬谷区 区政推進課

367-5631

環境創造局、都市整備局 旭区

提案種別

予算・制度関連

新規

項 目

◇地域ニーズ等の収集手段

1 花と緑あふれるまちの実現と国際園芸博覧会の開催に向けた機運醸成の取組推進

対応の有無

671-2629

対応の有無

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合 みどりアップ計画「市民や企業と連携した緑のまちづくり」事業として局が事業費を負担し、区
民・企業・団体など多様な主体の参加により花と緑に親しむ取組を推進することで、国際園芸博
覧会の機運醸成につなげます。

環境創造局 みどりアップ推進課

◇対応の内容

対応する場合

◇対応の内容

１ 国際園芸博覧会事業の区配予算を計上し、区民・企業・団体など多様な主体の参加により花
と緑に親しむ取組を推進することで、国際園芸博覧会の機運醸成につなげます。
２ 補助金制度創設については、全区的な機運醸成のためには広報PRが必須であり、あらゆる場
面で周知を徹底していく必要があるため引き続き検討を行っていきます。

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

都市整備局 国際園芸博覧会推進課

671-4627

対応する



（様式２－２）

担当者名 竹本 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名

大石、堀内（国際園芸
博覧会推進課）
小張、蓬田（市街地整
備推進課）

TEL
671-4627(国際園芸博覧会推進
課)
671-3513(市街地整備推進課)

対応の有無

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合

１　令和４年度予算での対応は困難ですが、今後の園芸博開催に向けた環境整備検討に合わせ
て、調整を図ります。（国際園芸博覧会推進課）
２　瀬谷駅南口の２号再開発促進地区のうち事業未着手区域（第Ⅱ街区）については、瀬谷駅南
口第１地区の工事完了を踏まえ、区役所と連携を図りながら再開発協議会の再開に向けた権利者
調整を進めます。（市街地整備推進課）

都市整備局 国際園芸博覧会推進課、市街地整備推進課

◇対応の内容

提案種別

予算関連

３年

項 目

◇地域ニーズ等の収集手段

2 国際園芸博覧会を契機とした瀬谷駅周辺の環境整備に向けた取組

令和４年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

瀬谷区 区政推進課

367-5631

都市整備局

対応する

◇地域の課題、基礎データ等
　相鉄本線瀬谷駅（以下「瀬谷駅」とします。）は、横浜市都市計画マスタープラン瀬谷区プランにおいて、都市活動
の拠点となる「まちの核」として位置付けられています。

　駅北側は、平成12年に土地区画整理事業により整備されました。地区内には、駅前広場や複数の店舗等があり、地域
の生活に密着した郊外部としての良好な市街地環境が形成されています。

　駅南側は、狭い道路が多い等交通基盤が不十分であるとともに木造の低層建築物が密集し防災面にも課題がありま
す。
　このため、平成３年に駅南側から環状四号線及び厚木街道に至る約30ヘクタール（以下「ha」とします。）の範囲
（以下「瀬谷駅南口地区」とします。）を対象に「瀬谷駅南口街づくり協議会」が発足され、このうち瀬谷駅に接する
約2.3haの範囲が、横浜国際港都建設計画都市再開発の方針において「２号再開発促進地区」（特に一体的かつ総合的に
市街地の再開発を促進すべき相当規模の地区。以下「２号地区」とします。）に定められました。これに伴い、２号地
区のうち約１haの範囲で「瀬谷駅南口第１地区市街地再開発事業」が着手され、令和３年９月に再開発ビルが完成し新
たな生活拠点が形成され、さらに、令和４年３月に駅前広場が整備され区域内の交通機能が向上するとともに、再開発
ビル内に区民文化センターが開館し新たな文化拠点となります。
　しかし、２号地区の残り約1.3haについては未着手の状況であり、瀬谷駅南口地区の課題解決を促進するためにも、早
期着手が望まれます。

　令和９年に、旧上瀬谷通信施設地区（以下「上瀬谷」とします。）において国際園芸博覧会（以下「園芸博」としま
す。）が開催されます。また、園芸博以降も年間1,500万人が訪れる「郊外部の新たな活性化拠点」の形成を目指し検討
が進められています。これに伴い、地域の生活に密着してきた瀬谷駅は、園芸博以降、世界中からの多くの来街者が利
用する上瀬谷の玄関口へと位置づけが変化します。上瀬谷の玄関口として、駅周辺についても、南北での一体的な市街
地環境形成を視野に入れた検討と整備を進める必要があります。

□１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
■５　区民アンケート ■６　区民要望 □７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

● 地域から、瀬谷駅北口駅前広場（道路敷）の有効活用・にぎわい創出について要望がありました。
● 平成３年度に「瀬谷駅南口街づくり協議会」が発足され、平成６年度に瀬谷駅南口地区の基本構想案を

作成しました。

◇提案内容・概算額等

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。
● 横浜市都市計画マスタープラン瀬谷区プラン

土地利用の方針の中で、商業業務、行政、文化、生活サービスなど多様な都市機能の立地と都市型住宅
　への更新を誘導する「中心地域」として、さらには都市活動の拠点となる「まちの核」として位置付けら
　れています。
● 瀬谷駅北口駅前広場の環境整備等

区は、瀬谷駅北口駅前広場の環境整備に係る検討を実施し、課題を整理しました。
（令和２年度区提案反映制度で提案）

１　園芸博以降を見据えた、瀬谷駅北口駅前広場等の環境整備に向けた検討
２　瀬谷駅南口の２号再開発促進地区のうち、事業未着手区域の早期着手に向けた取組

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 都市整備局国際園芸博覧会推進課、市街地整備推進課



（様式２－２）

担当者名 竹本、村野 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名

川田・壬生（二ツ橋
北部土地区画整理事
務所）
内山・矢澤（市街地
整備推進課）

TEL

363-3110(二ツ橋北部土地
区画整理事務所）
671-2678（市街地整備推進
課）

対応の有無

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合 第１期地区の事業推進に係る事業費（換地設計費、減価買収費、補償費、工事費等）及び第２期
以降地区の事業計画決定に向けた事業計画書作成費等

都市整備局
二ツ橋北部土地区画整理事務所

市街地整備推進課

◇対応の内容

提案種別

予算関連

７年以上

項 目

◇地域ニーズ等の収集手段

3 二ツ橋北部地区のまちづくりの事業推進

令和４年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

瀬谷区 区政推進課

367-5631

都市整備局

対応する

◇地域の課題、基礎データ等

・ 二ツ橋北部地区については、昭和33年に172ヘクタール（以下「ha」とします。）を土地区画整理事業として
都市計画決定されたが、昭和40年代からスプロールによる急速な市街化が進行したため、全体の事業実施は非常
に困難な状況となっています。

・ 二ツ橋北部地区の一部には、老朽化した木造住宅が密集して立ち並ぶエリアや、道路が狭隘で緊急車両の通行が
困難な個所があり、防災面等検討すべき課題が残っていることから、早期の改善が必要とされています。

・ 市は、平成16年度に実態調査を実施し、二ツ橋北部地区をＡからＦまでの６地区に分け、各地区の特性に応じた
まちづくりについて検討・調整を進めてきました。

・ 地区内の都市計画道路三ツ境下草柳線については瀬谷駅北地区及び三ツ境駅周辺で一部整備済となっていますが、
Ｃ地区（相沢一・二丁目、二ツ橋町部分）は未整備区間となっています。この区間は現道の県道瀬谷柏尾線を使用
し、相鉄線を踏切で横断するため、周辺道路を含めて慢性的な渋滞が生じています。

・ Ｃ地区内の三ツ境下草柳線及び瀬谷地内線を整備することにより、瀬谷駅と三ツ境駅を踏切を横断することなく
結ぶことが可能となること、瀬谷区北部との道路ネットワークが強化されることから、早期整備が必要とされて
います。

【基礎データ】
◆ 二ツ橋北部地区土地区画整理事業　約171.6ha　昭和33年3月13日都市計画決定
◆ 瀬谷駅北地区土地区画整理事業　約8.9ha　平成12年3月26日換地処分
◆ 3・4・14三ツ境下草柳線、3・5・6瀬谷地内線　平成26年12月5日都市計画変更
◆ 二ツ橋北部三ツ境下草柳線等沿道地区第１期地区事業計画 決定　平成27年８月25日

■１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 ■４　地域懇談会等
■５　区民アンケート ■６　区民要望 □７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

　地区内の地権者から、次の要望があります。
・ Ｃ地区内で施行中の、二ツ橋北部三ツ境下草柳線沿道地区土地区画整理事業（第１期地区）

地権者説明会にて事業の早期完了
・ 二ツ橋北部三ツ境下草柳線沿道地区土地区画整理事業の第２期以降地区

地区ブロック別懇談会にて事業の早期実現

◇提案内容・概算額等

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

・ 「都市計画マスタープラン瀬谷区プラン」では、三ツ境下草柳線を相鉄線北側の駅周辺へのアクセスを高める
道路、瀬谷地内線を区北部の循環ルートを形成する道路として位置づけています。また、三ツ境下草柳線周辺に
ついては、都市計画道路の整備と背後の住宅地の環境に配慮した沿道のまちづくりを進めることとしています。

・ 二ツ橋北部地区の事業手法や段階的整備等について、平成16年度から19年度にかけて都市整備局との区局連携
により検討調査を行いました。

・ 二ツ橋北部地区のうちＣ地区については、平成22年度にＣ地区の地権者に対する土地利用意向調査、23年度に
沿道まちづくり説明会、24年から地権者の意向を把握するためのブロック別懇談会を区局連携で実施しました。

１　二ツ橋北部三ツ境下草柳線沿道地区土地区画整理事業（第１期地区）の事業推進
２　二ツ橋北部三ツ境下草柳線沿道地区土地区画整理事業の第２期以降地区の事業計画決定に向けた検討
３　172haのうち、長期事業未着手地区の取扱いの検討

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 都市整備局二ツ橋北部土地区画整理事務所、市街地整備推進課



（様式２－２）

担当者名 小山、金子 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名 伊藤・田村 TEL 671-3458

対応の有無

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

　瀬谷区境川流域に設置した防災用屋外スピーカーは区からの要望により設置したものであ
り、設置後の運用・維持管理は区が行うものとして調整されたと理解しています。引き続きそ
の運用・維持管理の対応をお願いします。

◇対応する場合の課題

対応する場合

総務局 緊急対策課

◇対応の内容

提案種別

予算関連

３年

項 目

◇地域ニーズ等の収集手段

4 区設置の防災スピーカー年間保守管理

令和４年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

瀬谷区 総務課

367-5611

総務局 西区

対応しない

◇地域の課題、基礎データ等

・ 平成26年に瀬谷北部連合、本郷連合、瀬谷第二連合の３連合自治会から、市長及び市会議長あてに「境川の
川沿いへの防災無線の設置」に係る陳情がなされました。

　　その後、平成28年から危機管理室により「設計・整備・工事」がされ、平成31年４月から瀬谷区において
　運用・維持管理が開始されました。
・運用開始２年目の令和２年度ですでに●修繕費： 千円となっておりその他の支出として

●年間保守点検費： 千円　●通信費： 千円/年　●光熱水費： 千円/年
　【令和２年度維持管理費合計額： 千円】となっています。
・また、３年に一度バッテリー交換を実施する必要があり、その費用は 千円となっています。

□１　日常の窓口対応等 ■２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート □６　区民要望 □７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

　【瀬谷区】瀬谷北部連合、本郷連合、瀬谷第二連合の３連合自治会長から、市長及び市会議長あてに「境川の
川沿いへの防災無線の設置」にかかる陳情をいただいた。

◇提案内容・概算額等

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

【総務局】H28：基本設計　H29：実施設計　H30：工事着手
【瀬谷区】H31.4月：運用・維持管理開始

・ 市内では防災スピーカーの設置・工事事業が危機管理室により進められており、その運用は【危機管理室⇒
維持管理事務及び予算計上】【各区⇒発報操作（一部）】となっています。

・ 防災スピーカーは、精密機器でありながら屋外に設置されているため、経年とともに多くの修繕が必要となる
可能性が高く、区づくり推進費（自主企画事業費）での対応は、年々困難となることは避けられないと考えて
います。

・ 市防災スピーカーと区防災スピーカーの運用開始年度はともに「平成31年度」となっています。本来であれば
区防災スピーカーは市防災スピーカーとして設置・運用されるべきであったと考えています。

・ これらのことから、瀬谷区境川流域に設置された当該防災スピーカーについても、現在危機管理室が設置・工事
している防災スピーカー同様、【危機管理室⇒維持管理事務及び予算計上】【各区⇒発報操作】としての運用を
希望するものです。
●共通区　防災スピーカー年間保守管理費（令和２年度）

　　【西区】　光熱費・通信費： 千円　保守修繕委託費： 千円　　計 千円/年
◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 総務局緊急対策課



（様式２－２）

担当者名 加藤、川畑 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名 日下野、豊田 TEL

対応しない

◇地域の課題、基礎データ等

　区庁舎の各課では、区民からの電話問い合わせに対して、各種システム端末を確認しながら対応することが多いた
め、コードレス電話機を使用しています。しかし、各課とも市販の家庭用コードレス機を使用しているため、電波干渉
により通話に影響が出ています。

コロナ禍を契機として「新しい生活様式」の実践が必要となっており、従来の窓口業務においては接触機会を低減さ
せるために、来庁による手続きからオンラインや郵送による手続きへの移行が求められています。今後、非来庁での申
請が可能となる手続きが増えると、区民からの電話での問い合わせがさらに増えることが予想されます。
　そこで、区民サービス向上のために、通話環境を改善していく必要があります。
　また、通話の際に個人情報を扱うことも多いですが、現在使用中のデジタルコードレス機は一定程度の盗聴防止効果
はあるものの万全であるとまでは言えず、万が一の情報漏洩防止のためにも盗聴防止対策の強化を行う必要がありま
す。

■１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート □６　区民要望 □７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

コードレス電話で受電できない、通話中に切れる、通話が途切れる等の不具合が発生しており、区民とのやり取りに
支障をきたしている。

◇提案内容・概算額等

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

福祉保健センター各課の通話状況の調査を行いました。

コードレス電話はその特性から電波の届く範囲に複数台を設置すると電波干渉により通話に支障が生じます。一方、
電話での市民対応の際に専用端末のある席に移動する必要があるケースが多いですが、専用端末の近くに有線の電話機
が設置されているわけではないため、持ち歩きのできる電話機が必要となります。そこで、本庁舎でも導入されている
ＰＨＳを導入することで、円滑な電話対応及びより高度な盗聴防止対策が可能となります。
　区庁舎でＰＨＳを導入するためには、既存の電話交換機をＰＨＳに対応したものに置き換え、対象となる電話機をＰ
ＨＳに置き換える必要があります。ＰＨＳに置き換える対象の電話機は、持ち歩きが必要不可欠な回線に限ることで経
費の抑制を図ります。
　なお、瀬谷区の電話交換機は設置から約10年が経過しています。電話交換機は故障等がなくても15年程度で更新を行
う必要があり、更新を前倒しすることで区民サービス向上及び個人情報保護強化の効果が早期に実現できます。
　導入経費は調整中です。

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 市民局地域施設課

令和４年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

瀬谷区 総務課

367-5613

市民局
15区（鶴見区、神奈川区、西区、中区、南区、
港南区、旭区、磯子区、金沢区、港北区、
緑区、青葉区、戸塚区、栄区、泉区）

提案種別

予算関連

新規

項 目

◇地域ニーズ等の収集手段

5 区庁舎の電話のＰＨＳ化

671-2086

対応の有無

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

電話交換機の更新について、予算計上は困難です。

◇対応する場合の課題

対応する場合

市民局 地域施設課

◇対応の内容



（様式２－２）

担当者名 竹本 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名 松田 TEL

担当者名
大石
堀内

TEL

都市整備局 国際園芸博覧会推進課

671-4627

対応する

対応する場合
◇対応の内容

既存事業で対応

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応の有無

671-2731

対応の有無

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合
関係局と協力して検討します。

道路局 施設課

◇対応の内容

提案種別

予算関連

２年

項 目

◇地域ニーズ等の収集手段

6 三ツ境駅周辺の移動性・安全性向上に向けた取組

令和４年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

瀬谷区 区政推進課

367-5631

道路局、都市整備局 旭区

対応する

◇地域の課題、基礎データ等

　三ツ境駅は、平成19年３月に策定された「三ツ境駅周辺地区交通バリアフリー基本構想」に基づき交通バリアフリー
整備が進められ、駅ビル改修が必要である等の課題があるものの、平成23年11月に完了しました。
　本市の中では、郊外部の駅としては先駆的に取り組んだ整備事業でしたが、整備が完了してから約10年経過し、他駅
のバリアフリー整備の進行や利用者の高齢化等に伴い、さらなる駅周辺の移動性・安全性向上のニーズが高まっていま
す。
　このような状況の中、2027年に開催予定の国際園芸博覧会（以下「園芸博」という。）では、会場の最寄りである瀬
谷駅の乗降客集中を軽減させるために、周辺駅から園芸博会場へのシャトルバス等による輸送を計画しており、当駅も
その役割を担うこととなります。
　さらに、当駅は、三ツ境下草柳線や瀬谷地内線の整備により、旧上瀬谷通信施設地区（以下「上瀬谷」という。）へ
のアクセスが向上することから、園芸博以降も瀬谷駅に次ぐ上瀬谷の玄関口としての役割を担うことが期待されます。

■１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
■５　区民アンケート ■６　区民要望 □７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

　令和２年度より、瀬谷区民だけでなく、隣接の旭区民からもバスターミナルのエレベータ追加設置や三ツ境下草柳線
の横断歩道設置等の移動性・安全性の向上について多くの要望がありました。

◇提案内容・概算額等

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

● 都市計画マスタープラン瀬谷区プラン
・ 三ツ境駅やその周辺において、建築物の改築等を契機に、バリアフリー化を進める。
・ 都市交通の方針として、利用しやすい公共交通網の充実を進める。

　園芸博開催を契機とした、三ツ境駅周辺の移動性・安全性向上に向けた調査検討・設計・整備

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 道路局施設課、都市整備局国際園芸博覧会推進課



（様式２－２）

担当者名 竹本、村野 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名

佐藤（河川事業
課）
馬郡（河川企画
課）

TEL

対応する

◇地域の課題、基礎データ等

１　二級河川境川は、神奈川県横浜市、大和市、相模原市、藤沢市、鎌倉市及び東京都町田市を流域とし、
　神奈川県が管理する瀬谷区西部の区間では過去に数多く溢水や避難判断水位に到達しています。
２　横浜市が河川事業を進めている阿久和川の未改修区間では、河川法に基づく境川水系河川整備計画によ
　り、河川改修を順次進めていく必要があります。
３　あわせて、境川流域は特定都市河川浸水被害対策法に基づき、河川管理者・下水道管理者・地方公共団
　体等が連携して総合的な浸水被害対策に取り組むために、境川流域水害対策計画の策定を進める必要があ
　ります。
４　しかし、境川流域水害対策計画の策定は、協働策定者間の協議が整わないため、平成28年度末以降進め
　られていない状況が続いています。

【基礎データ】
・ 境川水系河川整備計画

平成27年4月21日　河川管理者である横浜市、神奈川県及び東京都と共同策定
・ 境川流域水害対策計画（案）

神奈川県、東京都、横浜市、相模原市、鎌倉市、藤沢市、大和市及び町田市が共同で策定に向けて作業
　中であり、平成28年６月に県民意見（パブリック・コメント）実施済。

■１　日常の窓口対応等 ■２　市民からの提案等 ■３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート □６　区民要望 □７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

　境川流域（阿久和川等）の治水対策や、区民意見を考慮した境川流域水害対策計画の早期策定や進捗状況
の情報提供について要望があります。

◇提案内容・概算額等

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

　「都市計画マスタープラン瀬谷区プラン」において、水害に強いまちづくりとして「未改修の護岸や遊水
池の整備など治水対策を進めます。」としています。

１　阿久和川の早期改修に向けた調査、測量、工事、流域住民への周知及び関係機関との連携
２　境川流域水害対策計画の早期策定に向けた関係機関との協議
３　境川流域水害対策計画策定や河川改修工事等の進捗やスケジュールの地域住民への情報提供に係る関係
　機関との調整

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 道路局河川事業課、河川企画課

令和４年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

瀬谷区 区政推進課

367-5631

道路局

提案種別

予算関連

７年以上

項 目

◇地域ニーズ等の収集手段

7 境川水系における総合的な治水対策の推進

671-3982（河川事業課）
671-2858（河川企画課）

対応の有無

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合

　令和４年度も引き続き工事実施に向け設計、用地取得等の事業を進めていきます。
（河川事業課）
　また、神奈川県や東京都等といった境川流域内の関連自治体ならびに下水道管理者
である環境創造局と連携し、境川流域水害対策計画の早期策定に取り組んでいきま
す。あわせて、境川の河川改修についても事業主体である神奈川県に対し、事業の更
なる推進を要望するとともに、積極的な情報提供に努めます。（河川企画課）

道路局 河川事業課、河川企画課

◇対応の内容



（様式２－２）

担当者名 竹本、村野 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名 伊藤 TEL 671-2653

対応の有無

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合
外周道路整備のための地元調整、整備

環境創造局 公園緑地整備課

◇対応の内容

提案種別

予算関連

７年以上

項 目

◇地域ニーズ等の収集手段

8 瀬谷本郷公園の整備

令和４年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

瀬谷区 区政推進課

367-5631

環境創造局

対応する

◇地域の課題、基礎データ等

・ 瀬谷本郷公園（面積5.8ヘクタール（以下「ha」とします。））は、瀬谷区においてスポーツができる
地区公園を整備するため、平成10年11月に都市計画決定された公園です。

・ 公園用地の北側区域（4.0ha）については、野球場、テニスコート及び駐車場が整備され、平成14年
５月に供用開始されています。

・ 公園用地の南側区域（1.8ha）については、長年にわたり未整備区域となっていましたが、
令和元年度の整備により、令和２年４月に公園全域で供用開始となりました。

・ 外周道路については暫定的な整備状態となっていますが、区民が安全快適に通行できるように整備を
完了させる必要があります。

■１　日常の窓口対応等 ■２　市民からの提案等 ■３　地区担当制 ■４　地域懇談会等
□５　区民アンケート □６　区民要望 □７　関係団体からの要望
■８　その他（　整備に向けた地元説明会　）

◇区民からの具体的な要望

　公園利用者が安全に公園を利用できるよう、外周道路の整備要望があります。

◇提案内容・概算額等

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

　「都市計画マスタープラン瀬谷区プラン」では、多様性のある公園づくりとして「公園の改修にあわせ
て、高齢者や子育て世代の交流の場などとして、地域の特性やニーズに応じた改善を進めていきます。」と
しています。

公園東側の外周道路整備（付け替え）

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応
◇所管局

所管局課 環境創造局公園緑地整備課



（様式２－２）

担当者名 府川 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名 村尾　中村 TEL

対応する

◇地域の課題、基礎データ等

　東日本大震災では、犠牲者の過半数を高齢者が占め、障害者の死亡率についても、被災住民全体の死亡率の約２倍に
なったと推計されています。このような傾向は、過去の大規模な災害でも同様であり、要援護者支援の取組強化が急務と
なっています。東日本大震災後、全国的に避難行動要支援者（高齢者、障害者等）名簿（平成25年に作成義務化）につい
ては普及が進んだものの、いまだ災害により、多くの高齢者が被害を受けており、避難の実効性の確保に課題があります
（近年の災害における犠牲者のうち高齢者（65歳以上）が占める割合　令和元年東日本台風：約65％、令和２年７月豪
雨：約79％）
　これらの状況を踏まえ、令和３年５月に災害対策基本法等の一部を改正する法律が施行され、避難行動要支援者の円滑
かつ迅速な避難を図る観点から、市町村に個別避難計画の作成が努力義務化されました。
　本市においても災害時要援護者支援名簿の作成等の取組は進んでいるものの、実際の避難行動への実効性のある運用に
ついては課題があり、検討していく必要があります。

□１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 ■４　地域懇談会等
□５　区民アンケート □６　区民要望 □７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

　災害時に、要援護者名簿をどのように活用すればよいか分からない。災害時要援護者の中には要介護認定者が多く含ま
れており、介護事業者等（ケアマネージャーや計画相談員等）や行政との役割分担を明確にしてほしい。

◇提案内容・概算額等

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

　瀬谷区区政運営方針の目標達成に向けた施策「３　安全・安心のまちづくり」の中で、災害に備えた危機管理対策や地
域の防災体制の強化に向けた取組を進めることとして位置づけられています。
　また災害時要援護者支援名簿の作成や、ひとり暮らし高齢者等「地域で見守り」推進事業などを実施し、平時から互い
に見守り支え合う関係づくりの啓発に努めています。

　近年の他都市での災害の状況や、改正後の災害対策基本法を踏まえ、避難行動要支援者の避難行動が実効性のあるもの
となるよう、全市統一的な運用の検討を提案します。
　また検討の際には、健康福祉局及び総務局関係課において連携し、各区（総務課、福祉保健課、高齢・障害支援課等）
の意見を十分に聞きながら進めていただきたい。

　検討事項としては、例えば
　　〇優先的に避難行動支援を行う対象者の整理

・浸水想定区域等の危険区域内に居住する要援護者の洗い出し（各種ハザードマップにて確認）等
　　〇現実性を考慮した地域の役割設定、仕組みづくり

・対象者の安否確認を誰がするのか
　　〇安否確認後の避難について

・避難するか否かの判断を誰がするのか
・対象者が意思確認が難しい場合・動かすことで身体の状況が悪化する危険性がある場合の対応
・避難させる場所の検討（福祉避難所への避難の検討）、避難先への移送方法

　　〇平時の準備、啓発等
・震災と風水害とで避難行動が変わることから、災害特性に応じた避難確保計画の作成
・より実効性のある個別避難計画様式の検討
・支援を行う側への全市統一的なマニュアル提示や研修の実施
・対象者への、自身の状態にあわせて日頃からできる減災活動や自助行動の提示、啓発

といったようなものが想定されます。

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 健康福祉局福祉保健課

令和４年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

瀬谷区 高齢・障害支援課

367-5731

健康福祉局
６区（神奈川区、西区、保土ケ谷区、金沢区、青
葉区、緑区）

提案種別

制度関連

新規

項 目

◇地域ニーズ等の収集手段

9 避難行動要支援者に対する実効性のある避難支援の実施に向けた運用方法等の検討

671-4056

対応の有無

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合

　改正災害対策基本法を踏まえた個別避難計画の策定については、現在、局内外の関係課と制度
づくりに向けた意見交換を行うとともに、すでに取組を進めている区にもヒアリングを行ってい
ます。区は、これまでの要援護者支援事業の取組実績もあるので、責任職会議で情報共有してい
くほか、意見交換の場を設けるなど、連携して取り組んでいきます。
　また、外部も含め様々な関係者と調整しながら、国の示す指針等を参考に、横浜市規模で実施
するために必要な要素を踏まえ、統一的な制度設計を検討していきます。

健康福祉局 福祉保健課

◇対応の内容



（様式２－２）

担当者名 山口 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名
小川、酒井(事業
推進課)
関野、原(企画課)

TEL
671-3533(事業推進課)
671-2777(企画課)

対応の有無

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合

　平成28年３月に公表した「都市計画道路の優先整備路線」において、環状３号線の二ツ上橋
交差点から二ツ橋交差点までの区間及び、横浜厚木線の相鉄三ツ境駅付近から丸子中山茅ヶ崎
線までの区間は優先的に事業着手する路線としており、環状３号線及び横浜厚木線の三ツ境地
区については、事業用地の先行取得路線として位置づけています。他の事業中路線の進捗状況
等を見ながら、効率的、効果的な整備を検討し、順次事業化を図ってまいります。(事業推進
課、企画課）

道路局 事業推進課・企画課

◇対応の内容

提案種別

予算関連

新規

項 目

◇地域ニーズ等の収集手段

10 区内都市計画道路の整備促進

令和４年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

瀬谷区 土木事務所

364-1105

道路局

対応する

◇地域の課題、基礎データ等

　瀬谷区内には、南北に貫く環状３号線や東西に貫く横浜厚木線など、合わせて10路線の都市計画道路が計画されてい
ます。しかし、区内の都市計画道路整備率は48.0％で18区中15番目となっており、令和元年度区民意識調査で「道路・
歩道の整備状況の改善」が２位となるなど、道路ネットワークの整備が課題となっています。
　特に環状３号線や横浜厚木線は、一部で先行取得により用地を確保していますが、優先整備路線として令和２年度ま
でに事業着手となっているにもにもかかわらず、いまだ都市計画事業として事業化されていないため、事業の進捗が見
込めない状況となっています。
　狭小な歩道により歩行者等の安全が確保されていない個所（南台交差点）や、右左折車線が整備されていないことか
ら慢性的に交通渋滞が生じている箇所（二ツ橋交差点）があり、また都市計画道路等の主要道路は、災害発災時の第１
次、２次緊急輸送路に指定されていることなど、防災の観点からも迅速な対応が必要です。
　さらに、旧上瀬谷通信施設跡地の利用計画の策定が進められており、将来的には年間1,500万人の跡地への来訪者が
予定されていることから、円滑な区民生活の確保や来場者の利便性の向上を図るためにも、都市計画道路をはじめとす
る道路ネットワークの早急な整備が必要です。

□１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート ■６　区民要望 □７　関係団体からの要望
■８　その他（令和元年度区民意識調査で「道路・歩道の整備状況の改善」が２位　）

◇区民からの具体的な要望

平成29年から、市民団体より県道瀬谷柏尾（二ツ橋交差点）や主要地方道丸子中山茅ヶ崎（南台交差点）との交差部分
の拡幅や歩道設置について、要望を受けています。

◇提案内容・概算額等

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

第２次緊急輸送路に指定されており、台風等や震災訓練の際には巡回パトロールを行っています。

【瀬谷区運営方針】　「安全・安心のまちづくり」
【道路局運営方針】　「市民生活の安全・安心の確保」、「横浜の持続的な成長・発展を支える

都市基盤の整備」

・優先整備路線の最優先整備路線としての位置付け
（横浜厚木線、環状３号線（瀬谷地内線接続部：二ツ上橋交差点～横浜厚木線接続部：二ツ橋交差点））
・測量、設計及び用地取得費

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 道路局企画課、事業推進課



（様式２－２）

担当者名 山口 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名 青木 TEL

担当者名 嶋津・岩峪 TEL

対応する

◇地域の課題、基礎データ等

　区内の都市計画道路整備率は48.0％で18区中15番目となっており、道路ネットワークの整備が課題となっています。
　また、一般道においても道路の整備は遅れており、主要道路である県道瀬谷柏尾等では道路改良事業により車道拡幅
や歩道設置を行っていますが、未だ歩道が未整備で歩行者等の安全確保が不十分な箇所や右左折車線が整備されていな
いため日常的に交通渋滞が発生している箇所が多くあります。
　そのような中、旧上瀬谷通信施設跡地の利用計画の策定が進められており、将来的には年間1,500万人の跡地への来訪
者が予定されていることから、周辺道路整備として「八王子街道の拡幅」、「瀬谷地内線の整備」が計画・公表されて
いますが、区民からは事業説明会や返還対策協議会等の場面で、それ以外の周辺道路についても混雑や危険性の増大へ
の懸念が示されています。
　現状の道路状況では増大する車両交通に対応できず区民の生活に支障をきたすことが考えられ、円滑な区民生活の確
保や来場者の利便性の向上を図るためにも、上瀬谷地区周辺道路の早急な整備が必要です。

□１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート ■６　区民要望 ■７　関係団体からの要望
■８　その他（令和元年度区民意識調査で「道路・歩道の整備状況の改善」が２位　）

◇区民からの具体的な要望

　平成29年から、市民団体より県道瀬谷柏尾（二ツ橋交差点）や主要地方道丸子中山茅ヶ崎（南台交差点）との交差部
分の拡幅や歩道設置について、要望を受けています。
　また、旧上瀬谷通信施設の跡地利用に伴う事業説明会や返還対策協議会等でも、周辺道路の混雑や歩行者等の安全確
保について多くの懸念が示されています。

◇提案内容・概算額等

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

　周辺道路のうち、県道瀬谷柏尾では平成９年度から土木事務所による道路改良事業を施行しており、現在も３地区
（中屋敷地区、本郷その２地区、二ツ橋地区）で事業中です。

【瀬谷区運営方針】　「安全・安心のまちづくり」
【道路局運営方針】　「市民生活の安全・安心の確保」、「横浜の持続的な成長・発展を支える都市基盤の整備」

〇道路局維持課、土木事務所
・県道瀬谷柏尾（二ツ橋交差点、本郷二丁目地内、中屋敷二丁目地内）の既存道路改良事業の推進。
・県道瀬谷柏尾本郷一丁目の新規改良事業立上げ。
〇都市整備局上瀬谷交通整備課、土木事務所
・旧上瀬谷通信施設跡地周辺道路で、整備が必要な個所の抽出と対策の検討。
〇土木事務所
・道路改良事業及び対策工事の設計・発注・監督。
など、関係各課が協議・連携して推進していく。

費用
・対策箇所抽出検討業務委託費、測量費、設計費、用地取得費、整備費

◇参考：区執行体制上の課題

区の執行体制の調整を要す

◇所管局

所管局課 道路局維持課、都市整備局上瀬谷交通整備課

令和４年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

瀬谷区 土木事務所

364-1105

道路局、都市整備局

提案種別

予算関連

新規

項 目

◇地域ニーズ等の収集手段

11 旧上瀬谷通信施設の跡地利用に伴う周辺道路整備の取組

対応の有無

671-2782

対応の有無

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合 　本案件を踏まえ、対象事業の予算の状況や各区の事業の実施状況等に応じて、配付額を決定い
たします。

道路局 維持課

◇対応の内容

対応する場合
◇対応の内容

　市道五貫目第33号線(上川井・上瀬谷地区)(通称名：八王子街道)及び
都市計画道路瀬谷地内線（二ツ橋中部地区）の整備を進めます。

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

都市整備局 上瀬谷交通整備課

671-4607

対応する
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